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■
創
立
10
周
年
記
念
演
奏
会　
八
千
代
台
公
民
館
な
ど
で
活
動
す

る
団
員
32
人
に
よ
る
混
声
合
唱
演
奏
と
賛
助
出
演
の
﹁
女
声
合
唱
団
か

の
ん
﹂
の
演
奏
。
５
月
26
日
㈯
14
時
～
16
時
30
分
、
市
民
会
館
。
混
声

合
唱
団
コ
ー
ル
八
千
代
・
富
田
︵
４
８
４
︶２
８
０
１

■
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
・
全
４
回　
初
め
て
の
人
も
参
加
で
き
ま

す
。
抽
選
40
人
。
６
月
の
毎
週
水
曜
９
時
～
11
時
、
新
川
１
番
・

２
番
コ
ー
ト
。
２
５
０
０
円
。
市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
５
月
８
日
㈫
ま
で
に
︵
４
５

９
︶１
６
３
８
へ
。
同
協
会
・
前
田
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８
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９
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１
８
。
市
民
活
動
団
体
支
援
金
交
付
制
度
対
象
事
業
で
す

■
八
千
代
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

日
本
の
歌
、
歌
謡
曲
な
ど
の
ギ
タ
ー
合
奏
や
ソ
ロ
の
演
奏
。
５
月

12
日
㈯
14
時
～
16
時
20
分
、
緑
が
丘
公
民
館
。
同
実
行
委
員
会
・

天
明
︵
４
５
８
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６
２
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■
特
別
講
座｢

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
で
筋
肉
貯
金｣

　
運
動
嫌
い
、
中
高
年

向
け
。
き
つ
過
ぎ
ず
、
ゆ
る
過
ぎ
ず
、
ほ
ぐ
し
ま
す
。
短
時
間
で

し
っ
か
り
効
く
筋
力
ア
ッ
プ
。
先
着
10
人
。
５
月
25
日
㈮
14
時
～

15
時
、
八
千
代
台
公
民
館
。
８
０
０
円
。
申
し
込
み
は
、
学
び
舎

の
会
・
小
野
澤
０
９
０︵
５
４
４
５
︶５
１
９
３
へ

■
記
念
講
演
会
「
金
子
み
す
ゞ
『
詩
の
思
想
と
背
景
』
ー
こ
だ
ま

す
る
祈
り
ー｣

八
千
代
エ
ッ
セ
イ
の
会
せ
せ
ら
ぎ
は
、
昭
和
61
年
に

﹁
文
章
、
話
し
方
教
室
﹂
と
し
て
発
足
。
会
誌
創
刊
30
号
を
記
念
し

た
、
現
代
歌
人
協
会
員
の
黒
岡
美
江
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

先
着
１
０
０
人
。
５
月
23
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
。
申
し
込
み
は
、
同
会
・
田
巻
︵
４
８
６
︶８
５
２
９
へ

■
市
卓
球
連
盟
の
大
会　
①
家
庭
婦
人
親
善
卓
球
大
会
︵
団
体
戦
︶

チ
ー
ム
編
成
は
当
日
抽
選
。
種
目
は
一
部
と
二
部
。
一
人
参
加
可
。

市
内
在
住
か
在
勤
、
サ
ー
ク
ル
加
入
者
対
象
。
６
月
５
日
㈫
９
時

か
ら
受
け
付
け
、
市
民
体
育
館
。
１
０
０
０
円
︵
保
険
、
弁
当
代

含
む
︶　
②
市
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
ピ
ン
ポ
ン
大
会　
満
60
歳
以
上
で

市
内
在
住
か
市
卓
球
連
盟
登
録
者
対
象
。
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
︵
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
～
Ｃ
ラ
ン
ク
︶。

７
月
６
日
㈮
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
は
９
時
か
ら
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス

と
女
子
ダ
ブ
ル
ス
は
12
時
か
ら
受
け
付
け
、
市
民
体
育
館
。
１
種

目
５
０
０
円
、
２
種
目
１
０
０
０
円
。
申
し
込
み
は
、
①
５
月
24

日
㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス　
②
６
月
６
日
㈬
必
着
で
、
同
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
は
が
き
で
〒
２
７
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　市の花「バラ」
を知ってもらう
ため、29年度か
ら市立小学校の
新入生へ入学記
念にミニバラの
苗を配布してい
ます。今年度は
1,681人に贈られ
ました。
　４月９日、 新

　農業交流センターで、４月10日に開催され
たおうちパン講座。スマイルデイズ八千代村

　主催の勝田台あそび隊実行委員会を中心に、八千
代高校や近隣の小・中学校、子ども会など地域で活
動する団体が、一同に集まって開催されている勝田
台桜まつり。15回目を迎え、たくさんの人から親し
まれる地元の一大イベントとして定着しました。
　３月24日、会場の八千代高校のグラウンドでは、
八千代高校のサッカー部、野球部、テニス部による
体験教室が行われました。勝田台南小図書ボランティ
アのアクセサリー販売などの模擬店、ステージで
の勝田台小、勝田台中学校の吹奏楽の演奏や高校生
のチアリーディングなど、イベントが盛りだくさ
ん。最後にはみんなで「さくらダンス」を踊り、15
回目の開催を締めくくりました。

　４月８日・９日に開催された源右衛門祭。1724
年(享保９年)に、初めて新川の治水に取り組んだ
人物とされる染谷源右衛門と、開削にかかわった
人たちを偲

しの
び、感謝するお祭りです。

文化・スポーツ振興財団自主事業
483-5111 www.ycp.or.jp/

市
立
小
学
校
の
新
入
生
に
配
布

記
念
の
ミ
ニ
バ
ラ
大
事
に
育
て
て
ね

みんなをあっと言わせる
手軽で簡単「おうちパン講座」

源右衛門鍋には長蛇の列が
新たな会場で第15回源右衛門祭

歌って健康歌声コンサート
　▶︎日時　５月18日㈮14時　▶︎場所　勝田台文化
センターホール　▶︎料金　全席自由1,500円、当日
2,000円（フレンド1,200円）　▶︎問い合わせ　勝
田台文化センター 483-2141

岩崎宏美コンサートツアー Hello!Hello!
　▶︎日時　６月２日㈯16時30分　▶︎場所　市民会館
大ホール　▶︎料金　全席指定6,000円（フレンド
5,500円）　▶︎問い合わせ　市民会館 483-5111

三遊亭円楽・林家たい平落語二人会
　▶︎日時　７月７日㈯17時　▶︎場所　市民会館大ホー
ル　▶︎料金　全席指定3,500円（フレンド3,200円）
▶︎問い合わせ　市民会館 483-5111

   「ニッポン全国鍋グランプリ」で優勝・殿堂
入りを果たした、おなじみの直径２ｍの源右衛
門鍋で作る「もちぶた炙

あぶ
りチャーシューバージ

ョンとん汁」などの出店、ステージでの市内中
学校・高校12校による吹奏楽の演奏や、バンド
の演奏など、たくさんのイベントが行われ、２
日間で約３万人が訪れました。今年は大和田時
平神社の山

だ し
車の組み立ても。２階から手が届く

ほどの大きな山車に、驚きの声があがりました。
　今まで総合運動公園多目的広場で行われてい
ましたが、昨年の大雨などの経験から、今回か
らフルルガーデンとイトーヨーカドーの間の広
場に会場を変更。あまり天気に左右されずに楽
しめるようになりました。「買い物に来てみたら
お祭りがやっていてビックリ」と訪れた人から
の声も。会場が変わったことで、さらにたくさ
んの人に知ってもらうきっかけになりました。

▲生地は冷蔵庫で３日保存できます

▲

米
本
小
学
校
15
人
の
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
生

▶︎
日
曜
日
に
は
1
5
0
0
杯
が
完
売

▲

サ
ッ
カ
ー
部
の
体
験
教
室
で
は
、

　
シ
ュ
ー
ト
練
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た

入生たちはドキドキの入学式を終えて教
室へ向かいます。自分の名前が書かれた
椅子に嬉しそうに座りました。教室の
前には、この日のために用意されたミニ
バラの苗が。きれいに咲いたミニバラを、

小さな手で大事そうに抱えて記念撮影
しました。
　苗と一緒に育て方も配布しました。家
に持ち帰って大事に育てることで、バラ
への愛着も持ってもらえるといいですね。

上店の長嶋さんを講師に迎え、12人が参加し
ました。おうちパンは、手軽で簡単に、短い
時間で焼きあがることに加え、アレンジもで
きることが魅力。夜に生地を寝かせて、次の
日15分早起きするだけで、朝から焼きたての
パンが食べられます。
　今回の講座では、26㎝のフライパンで一度
に８個焼くことができるあんパンと、直径約
25㎝のゴマチーズどでかパンを作りました。
「あんパンは朝食にちょうどいいね」「大きな
パンで家族をびっくりさせたい」と参加者た
ち。家族や友人に作ってあげるのを楽しみに
していました。

みんなから親しまれる地元のイベント
15回目を迎えた勝田台桜まつり


